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反田恭平さん応援レポート
第27回出光音楽賞
受賞者ガラコンサート
2017年８月23日（水）

東京オペラシティ コンサートホール

第27回出光音楽賞受賞を記念して

会場は東京オペラシティコンサートホール・
タケミツ メモリアル。今年、開場20周年を迎
えたホールは、現代の最新音響技術を用い
て設計されたコンサート専用ホール。
「ホール自身が巨大な楽器となり、引き締
まった低音とメローで艶のある音色を奏で
る」と、響きの良さに定評がある。

1990年に創設された『出光音楽賞』。出光興産
株式会社主催、テレビ朝日後援の音楽賞であ
り、主にクラシックの音楽活動を対象に、育成
という観点から意欲、素質、将来性などに重き
を置いて新進の音楽家を顕彰している。今回を
含め97名と１団体が賞の栄誉に輝いており、そ
れぞれの場でめざましい活躍を続けている。
過去の受賞者には、財団奨学生OBや現役生
の名前も並ぶ。山根一仁さん（ヴァイオリン・
2016年）、周防亮介さん（ヴァイオリン・2015年）、
黒川 侑さん（ヴァイオリン・2013年）、宮田大さ
ん（チェロ・2010年）、田村響さん（ピアノ・2006
年）、佐藤俊介さん（ヴァイオリン・2005年）、
中野翔太さん（ピアノ・2005年）・・・。

今回第27回の受賞者は、反田さんと荒木奏美
さん（オーボエ）、小林沙羅さん（ソプラノ）の
３名。それぞれの受賞理由が公表されており、
反田さんの受賞理由は「ダイナミックかつ個性
的な演奏で、人々を惹きつける魅力に溢れて
いる。今後も最先端での活躍が期待されるピア
ニストである」とされている。

タクトを振るのは沼尻竜典氏。第１回出光
音楽賞の受賞者でもある。管弦楽は日本
フィルハーモニー交響楽団のみなさん。
司会は選考委員のお一人でもあられる作
曲家の池辺晋一郎氏と、テレビ朝日アナ
ウンサーの松尾由美子氏。授賞式という
こともあり、ホワイエにはいくつもの花が並
び、会場の雰囲気も華やいでいる。
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授賞式が始まる。池辺氏より、出光音楽賞
の特徴が語られる。「・・・昨年１年間の活動
や実績に基づいて選考しています。単発で
はなく継続的な活動を重視しています」
「・・・出光ですからね、油の乗っている方、
光が出ている方」との毎年恒例（らしいで
す）のジョークも。続いて３名の選考理由。
反田さんには「・・・圧倒的なテクニック。しか
も技量だけでなく表現力があり、メカニックさ
に音楽性が加わって素晴らしい音楽を奏で
る方です。若くして表現力と説得力のある
音楽をされる方だと思います。ますます高
みへと昇られることを期待しています」との
言葉が贈られた。

ガラコンサートの始まりはオーボエの荒木
奏美さん。東京交響楽団の首席オーボエを
務める荒木さん、９歳の時から始めたという
オーボエを自身で作曲したカデンツァも含
め、華麗に奏でてくれた。

休憩を挟んでソプラノの小林沙羅さん。
『「純度」の高い方です』と池辺先生。曲想
の異なる３曲を澄んだ歌声で聴かせてくれ
た。堂に入ったダンスも魅力的。

『ドレミファソラシド、どの音にも華がある』

プログラムラストは反田さん。「・・・本当に
うれしかったです。・・・『題名のない音楽
会』は小さい頃から観ていた番組でした。
12歳のとき、 『振ってみまSHOW!』という、

オーケストラと一緒に指揮を振らせてもら
える企画に参加させてもらったことがあり
ます」・・・人気企画の第一回に出演。それ
が、指揮に興味を抱き、真剣にピアノを始
めるきっかけとなったそうなのだから、ご縁
も深い。

本日の演奏はラフマニノフの「パガニーニ
の主題による狂詩曲」。「・・・この曲はロシ
アでデビューしたときの曲、自分にとって大
変思い出深い曲です」。サンクトペテルブ
ルクのマリインスキー劇場でのコンツェルト
公演だったそうだ。

司会の池辺氏からは、「・・・反田さんの音
が素晴らしいのは、ドレミファソラシド、どの
音にも華があるんです。音楽から花が咲く
ような、そういうピアニストです。花を咲か
せるように音を奏でることに、専念していっ
てほしいです」とのご紹介。

演奏家であり作曲家であり、教育者でも
あったというラフマニノフ。「本来の音楽家
の姿だと思います。目標としたいです」と
反田さん。超絶技巧が散りばめられた曲を

左：小林沙羅さん（ソプラノ）、
右：荒木奏美さん（オーボエ）
写真ご提供：株式会社テレビ朝日
（このページのもの全て）

授賞式での３人

テクニックも抜群に、熱く弾き終え
ると、会場の皆様から、こちらも熱
い拍手が贈られた。
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『将来の夢に向けて第一歩を踏み出します』
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後には会場をバンケットルームに移
し、レセプションが行われた。
受賞者による挨拶では、「・・・実はナーバ
スな性格なので、今日は緊張していまし
た」とシャイな一面も披露。
「・・・９月からは欧州に留学して勉強し直
す予定です。音楽家として、ピアニストと
して、将来の夢に向けて第一歩を踏み出
します」と抱負を聞かせてくれた。 ≪演奏会概要≫

◆出演
荒木奏美（オーボエ）
小林沙羅（ソプラノ）
反田恭平（ピアノ）
沼尻竜典（指揮）
日本フィルハーモニー交響楽団（管弦楽）

司会：
池辺晋一郎
松尾由美子（テレビ朝日アナウンサー）

◆プログラム
荒木奏美（オーボエ）
モーツァルト：オーボエ協奏曲

ハ長調 K.314
小林沙羅（ソプラノ）
グノー：オペラ「ファウスト」より“宝石の歌”
レハール：オペレッタ「ジュディッタ」より

“私の唇は熱いキスをする”
グリーグ：劇音楽「ペール・ギュント」より

“ソルヴェイグの歌”
反田恭平(ピアノ）
ラフマニノフ：

パガニーニの主題による狂詩曲より

レセプションにて。

左から、
反田さん、
小林沙羅さん、
荒木奏美さん

なお、当日のコンサートの模様は、
「題名のない音楽会」で下記の予定で
放映される；
2017年９月17日（日）9:00～9:30テレビ朝日
2017年９月23日（日）23:00～23:30 BS朝日

反田さん、おめでとうございました。
また聴かせてください！
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム（P.１～４）】
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【コンサート・プログラム P.５～８】


